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日本ではアンピュ・パックといえば蘇生用のパッグ

のことだとわかる。しからばアンビュとは何かと聞け

ば10人中9人は答えられないだろう。蘇生周バッグの

メーカーの名前であるというのが答えとしてましな方

である。もったいぷらないで答えを明かすと.air-

mask-bag-uni tの AMBUなのだそうだ。疑り深い方は，

呼吸療法士用の教科書， “Respiratory Care" (Burton， 

Gee，Hodgkin ed. ;Lippincott)を参照されるとよい。

アンピュ・パッグを作ったのは Rubenという人で，

1955年に Anesthesiology に発表されている。 Ruben

というのは実に懐かしい名前である。鋼鉄の細いスプ

リングで一方弁を支えた Ruben'svalveがアンピュ・

バッグの心臓部で，バッグを押すとパクン 3 パクンと

いう音が瞬の部屋からよく聞こえた。その後，日本で

もイ ミテーションがずいぶん作られたが，本家では真

似をしようたってこれだけの技術は真似できないとう

そぶいて，特許も取らなかったと聞いたことがある。

どうやら， ミソはらせん状のスプリングのたわみ加減

だったらしい。その後方弁そのものはプラスチッ

ク製に取って代わられたが，ゴム製のバッグに a方弁

を2つ付け，酸素圧や電力の助けを借りずに，人の手

とバッグの弾性だけで人工換気を行うというコンセプ

トは依然として変わっていない。 Self-reflJingbag 

とかSelf-inflatingbageいうのは誠に適切な呼び名

であるのに，適当な日本語がないのが残念である。

1950年代は，欧米でポリオが猛威を撮るった時期に

あたる。コペンハーゲンでは， 1952年の大流行のとき，

1カ月以上人工呼吸を要するポリオ患者が，ブライダ
ム病院だけで 10 2入に達したという。現代の大病院
でも一度に 100台ものベンチレータを動かせるとこ

ろは極めて少ないと思う。

1952年といえば鉄の肺はあったが，現在のような気

管内に間歌的陽圧をかける方式のベンチレータはまだ

まだ開発途上であった。そこで，まず麻酔科医に総動

員令が下され，ついで多数の学生が集められて24時間
体制で用手的人工換気が続けられた。コレラや天然痘

や梅毒(エイズも?)の蔓延が医学の発展に寄与したよ

うに，ポリオの大旅行も呼吸管理の上で三つの大きな

発展を促した。一つは，血液ガスの測定と解釈が実験

室から出て臨床の場で普及したこと。二つめは，人工

呼吸法の発達，とくにベンチレータの開発が促進きれ

たこと。そして， リグス病院麻酔科の Ibsenによって

ICUが設立されたことである。

ポリオ患者に対する用手的人工換気の写真を見ると，

口許にソーダライムとバッグを直列につないだto-and

fro systemを使っている。 1955年に作られたアンビュ

.パッグがポリオ患者の用手的人工換気にも大いに活

用されたのではないかと想像する。

プラスチック全盛のこの世にあって，ア ンビュは相

変わらず黒々としたゴムにこだわっている。パ yグ押

しを天職と，思っている(思いたい)わたくしにとって

有り難いことである。何といってもバッグは手に馴染

むものがよい。世の中豊になると食い物にまでこだわ

りを求めるではないか。
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-ファイバー部分の受換可能

・プレード部に電気的後点なし

・プレード部に電球ガないので安全

・プレード部分はオートクレープ可能

・ハロゲン球使用で2倍明るく3倍f長持ち
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